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羽根運動公園や三滝川河川敷をコー
スにプロギング大会を開催しまし

た。プロギングとは、ジョギングしながら
ごみを拾い、集めたごみの量を競う新しい
スポーツです。参加した子どもたちは、ご
みを見つけると宝物を見つけたかのように
走り寄り、競技を楽しみながらごみを集め
ていました。当日に集めたごみの総量は約
20㌔にもなり、参加した約 40 名の親子
は競技に取り組
みながらごみの
分別や環境保全
について学んで
いました。
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プロギング大会を開催
スウェーデン発祥のスポーツでまちをきれいに
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９

野町民総ぐるみ総合防災訓練を町内
全域で実施し、町民 15,272 人が参

加しました。区ごとの訓練では、避難訓練
のほか、さまざまな訓練が実施されました。
各区で防災リーダーや消防団員などが指導
を行い、災害に備えて要配慮者の安否確認
や負傷者搬送、初期消火、水のう作成訓練
などを実施し、参加した町民たちは真剣に
取り組んでいました。
役場本庁では、南海トラフ地震が発生して
から１時間後を想定し、災害対策本部運営
訓練を行いました。訓練では、各区の避難
状況等を取りまとめる無線連絡訓練や断水
を想定した給水車の取り扱い訓練などを実
施しました。参加した職員は各自の役割分
担を再確認し、業務の優先順位など具体的
な活動内容を改めて見直しながら、連携し
て 訓 練 に 取 り
組みました。
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もしもの大地震を想定して
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役場本庁での職員に
よる円滑な避難所運
営を行うための図上
訓練▶

別消防訓練を湯の山区のオテル・ド・
マロニエ湯の山温泉で実施しまし

た。今回は、従業員、湯の山温泉協会、消
防署、消防団から約 100 人が参加し、大
きな地震により施設内で火災が発生したと
いう想定で訓練が行われました。訓練が始
まると従業員の方々が初期消火や避難誘導
を行い、逃げ遅れた宿泊客をはしご車で屋
上から救出し、消火訓練を行いました。
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宿泊施設で特別消防訓練
防災週間に伴い関係機関と連携して消火訓練
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会福祉大会を町民センターで開催し
ました。障がいを克服し自立更生さ

れた方や社会福祉の発展に寄与された団
体、社会福祉のために多額の寄附をいただ
いた団体など、46 の個人や団体に表彰状
や感謝状が贈られました。また、NPO 法

人ほがらか絵本畑の三
み

浦
うら

伸
しん

也
や

さんに「子
どもから学ぶ しあわせの見つけ方」

と題して講演いただ
き、三浦さんは東日
本大震災で被災した
子どもたちに絵本を

届け、読み聞かせを行った
体験談などを伝えました。
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社会福祉大会を開催
社会福祉活動等に功績があった方を顕彰
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たに教育委員として佐
さ

藤
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く
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さん（吉沢）が
就任されました。佐藤さんは、
前任の近

こん
藤
どう

保
やす

則
のり

さん（池底）
が退任されることによる新任
で、任期は令和５年 10 月１
日から令和９年９月 30 日ま
での４年間です。

新教育委員を紹介

新

４年間の任期で新たに任命

教育委員
佐藤久美さん
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學館大学名誉教授の上
うえ

野
の

秀
ひで

治
はる

さんを
招き「伊勢国をめぐる豊臣と徳川」

と題してよもやま歴史教室を開催しまし
た。上野さんは、町が発行する歴史こばな
し第７集に寄稿いただいたこともある歴史
学者で、今回はかつての伊勢国領主たちを
たどり、覇権を握った豊臣家や徳川家との
関係性などについて講演いただきました。
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よもやま歴史教室を開催
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子ども家庭課 子育て支援係
391-1124TEL FAX 394-3423

菰野町では現在、２歳児ま
での子どもを対象に、各子
育て支援センターで紙おむ
つを配付しています。

おむつ配付中
D i a p e r s  f o r  p a r e n t s

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

▶混雑緩和のため子どもの誕生日が属する
週にご来所をお願いします。

　【例】10 月 10 日が誕生日の場合、10 日の属
す る 週（10 月 10 日 ～ 14 日、11 月 ６ 日 ～
11 日）に配付。

▶紙おむつの引き換えには、郵送でお送り
している「紙おむつ引換券」が必要です。

▶事前に「紙おむつ引換券」の「希望する
おむつ」欄と裏面の「保護者名」「連絡
先電話番号」のご記入をお願いします。

▶町内の私立保育園、こども園に通ってい
る子どもは園からの案内をご覧ください。

▶町内の公立幼保園、こども園に通ってい
る子どもは、おむつサブスクリプション
を無償とするので、対象外となります。

注意点

令和 5 年　令和５年
9 月 1 日～ 11 月 30 日
※日曜日、祝日は休館日

配付期間 配付対象

配付時間

０～２歳の子ども
（令和２年４月２日～

令和５年 11 月 30 日生まれ）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:30

配付場所

町内子育て支援センター
（子育て支援センターけやき・
北部子育て支援センター）

希望サイズの紙おむつ
（メリーズ「花王」）
1 人 1 パック× 3 回

配付物

お問い
合わせ


